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編 集 後 記

最近の新聞記 事に よる と厚生省は医療機関を体系的 に整備する 目的で医療法改正案を国会に提

出する よう準備 していたが,文 部省か ら強い反対が出て難航 している由.厚 生省 としては現在 り

ように各省がそれぞれ の計画で各省附属病院を増設すれば,病 院は必然的に都会に集中し,従 っ

て無医地区を解消するために体系的に病院を建てて行 こ うとい う厚生省の計画が順 調に行か なく

なる恐れがある とい う.こ のため改正案 では 「各省が公的医療機関を設置す る場合は予め厚生省

と協議す る」 ことを決めた.こ れに対 し各省は初め反対を主張 したが,自 民党側が改正案を支持

した結果,殆 どが折れ,現 在では文部省のみ が強硬に反対 している.そ の理 由は 「大学病院の一

部権限を厚生省に移管す ると学問,研 究 の自由を脅か される心配がある」 とい うのである.文 部
ゆ

省側b主 張は当然であつて,そ の後の政治的な動 きも大学病院 の特殊性を認め る方向に行つてい

る.然 しこの問題はあま り簡単ではな くて,種 々の事情が含まれてい る。厚生省が本当に医療機

関 の偏在を調整し,無 医地区を無 くさん とい うのであれば,公 的の大病 院よ りもむ しろ開業医或

は診療所 の分布を考えるべ きであ る.そ こで厚生 省の真意は無医地区解消に名をか りて各省所管

病院に関与せん とす るのではなかろ うか.然 し他面か ら云えば現在の ように性格の異 なつた病院

が乱立してい る状態 も感心出来ないか ら,医 療機関が大 きなシステムの下に統 合せ られ ることは

良い 然しこの際には嘗て本欄にも書いた ように,あ くまでも医師が中心 になるべ きで,現 在 の

ままの厚生省や政治家が支配するのは よくない.

昭和27年 頃 の全国国立大学病院長会議議事録を見 ると,「 大学病院 と保険診療 」に就 て極めて

積極的に討議せられているが,そ の後はあま り現実 的に動いて いない 最近は 日本医師会内の医

学教育委員会に於て,却 つて大学の保険診療が具体的に検討 されている.こ れは大学 としては有

難い ことではあるが.一 面,大 学の不甲斐無 さを表わ しているものであつて,ま ことに恥ずか し

いこ とである.大 学 はもつ と真剣に,具 体的に大学 の診療に対処せねばな らぬ.
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